
総合防災訓練報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　増田輝

令和7年11月16日、令和７年度宮崎県総合防災訓練の避難所訓練が都城市山之口体育館で行われました。
当会からの参加者は、島田智司会員、中村好久会員、土肥賜一郎会員、落合弘志会員、増田輝の５名で参加しました。訓練に参加されている他団体はJRAT(日本災害リハビリテーション支援協会)、歯科医師会、看護協会、栄養士会、薬剤師会、DWAT(災害派遣福祉チーム)、都城保健所、保育士会、猟友会等の災害ボランティアや各災害時の機材・機器メーカーさんが参加されていました。
　訓練内容は、病院や高次元避難所に振り分けられる患者さんが行き先が決まるまでの一時滞在する為の１．５次元避難所としての模擬活動となりました。模擬患者が相談窓口に行き、抱えている不調を相談。そこから各支援団体に振り分け対応する流れでした。柔道整復師会の方には、避難中に怪我をした膝関節捻挫、腰痛、肩関節痛、頚部痛などの処置の依頼がありました。受付での対応、施術担当、柔道整復師を周知してもらうように活動する先生など役割分担を行い対応しました。途中、都城保健所の方々、河野県知事と県議会の方々、都城市役所の方々が我々のブースに来られたのでこれまで行ってきた活動などを報告説明しました。今回このような避難所が都城市内に７か所設営されました。改めて大規模災害が起きた場合に備え平時からの備えの大事さを思い知る訓練となりました。
参加頂いた先生方ありがとうございました。
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